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t
走
に
思
う

　
こ
と
は
の
お
ほ
き
、
こ
と
は
の
き
は

ど
き
、
か
な
の
わ
る
き
、
も
の
い
ひ
の

く
ど
き
、
お
し
は
か
り
ご
と
、
あ
わ
た

だ
し
く
も
の
い
ふ
、
お
の
が
い
ぢ
を
い

ひ
と
ほ
す
、
て
が
ら
は
な
し
、
ふ
し
だ

ち
た
る
こ
と
ば
、
人
に
あ
ふ
て
し
ん
じ

つ
げ
に
も
の
い
ふ
、
す
ゑ
の
と
ほ
ら
ぬ

こ
と
、
上
の
う
は
さ
、
下
へ
の
さ
た
、
．

人
の
さ
は
り
に
な
る
こ
と
、
こ
と
は
り

の
す
ぎ
た
る
、
曲
事
の
お
ほ
き
、
あ
や

ま
ち
を
か
ざ
る
、
は
や
り
こ
と
ば
、
ふ

し
も
な
き
こ
と
を
ふ
し
た
て
い
ふ
、
学

者
め
き
だ
る
は
な
し
、
さ
と
り
く
さ
き

風
雅
め
き
た
る
…
…
…
良
寛
の
七
十
ヶ

條
で
あ
る
が
、
一
年
を
振
り
か
え
っ
て

み
る
と
わ
が
事
の
様
に
思
わ
れ
て
く
る
。

物
を
書
い
た
り
、
話
し
た
り
す
る
者
に

と
っ
て
、
心
し
た
い
言
葉
で
あ
る
。
現

実
を
謙
虚
に
見
、
来
る
べ
き
八
十
二
年

の
各
仏
教
会
の
発
展
を
期
待
し
た
い
と

思
う
。

除夜の鐘（大本山・総持寺）
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大会テーマを中心に討議i

　
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
（
加
盟
団
体
代
表
者
集
会
）
は
、
去
る
十
月
二
十
七
日
、

さ
わ
や
か
に
晴
れ
あ
が
っ
た
秋
空
の
下
、
神
奈
川
県
の
真
言
宗
智
山
派
大
本
山
．
川
崎
大
師
平

間
寺
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
。
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
生
命
の
尊
厳
と
仏
教
」
。
主
催
は
昨
年
と

同
様
、
全
日
本
仏
教
会
で
、
加
盟
団
体
の
代
表
者
に
よ
り
、
各
部
会
に
お
い
て
熱
心
な
議
論
が

進
め
ら
れ
、
我
々
仏
教
徒
の
今
後
歩
む
べ
き
方
向
を
考
え
る
上
で
、
意
義
の
深
い
大
会
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
開
会
式
典

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
定
刻
の
九
時
半
、
磯
山
庶
務
部
長
の
司
会
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
事
務
総
長
が
開
会
を
宣
言
。
名
誉
大
会
長
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
隆
天
平
間
寺
貫
首
の
導
師
で
三
帰
依
文
唱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
の
あ
と
、
大
会
総
裁
・
秦
慧
玉
全
仏
会
長
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
辞
、
高
橋
野
天
名
誉
大
会
長
と
大
会
長
・
鱒
渕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
正
浩
理
事
長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
来
賓
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
席
し
た
奥
田
幹
生
代
議
士
（
自
民
党
文
教
局

川
崎
大
師
平
間
寺
で
開
か
れ
た
全
日
本
仏
教
徒
会
議

講
演
を
さ
れ
る
磯
村
東
洋
大
学
長

次
長
）
、
ネ
パ
ー
ル
大
使
、
ス
リ
ラ
ン
カ
大
使
の

挨
拶
が
あ
っ
て
、
開
会
式
を
終
了
し
た
。

磯
村
学
長
が
基
調
講
演

　
ひ
き
つ
づ
い
て
、
同
じ
地
下
大
講
堂
を
会
場

に
、
東
洋
大
学
長
・
磯
村
英
一
氏
が
「
生
命
の

尊
厳
と
仏
教
」
と
題
し
て
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

磯
村
氏
は
同
和
問
題
を
全
面
的
に
取
り
上
げ
、

　
「
私
は
か
つ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
軍
縮

会
議
に
出
席
し
た
時
、
日
本
に
は
、
部
落
差
別

問
題
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
国
際
人
権
規
約
を
批

准
し
な
い
の
か
、
と
い
う
指
摘
を
受
け
ま
し
た
。

部
落
差
別
は
百
年
前
に
解
決
さ
れ
た
と
い
う
が
、
．

”
新
平
民
”
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
た
こ
と
か

ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
は
基
本
的
人
権
に

か
か
わ
る
問
題
と
し
て
今
日
も
続
い
て
い
ま
す
。

同
和
対
策
事
業
は
、
一
般
の
社
会
福
祉
事
業
と

異
っ
て
、
意
識
の
変
革
を
め
ざ
す
、
国
民
的
課

題
と
申
せ
ま
し
ょ
う
」
と
、
同
和
推
進
の
重
要

性
を
う
っ
た
え
た
。

　
　
　
総
会

　
午
前
の
総
会
は
、
田
代
組
織
部
長
の
司
会
で

十
一
時
半
開
会
。
豊
田
総
務
局
長
開
会
の
辞
、

日
野
事
務
総
長
を
仮
議
長
と
し
て
議
長
団
の
選

出
に
す
す
み
、
議
長
に
貝
山
宣
泰
師
（
神
奈
川

県
仏
会
長
）
、
副
議
長
に
岩
崎
宗
秀
師
（
東
京
都

仏
理
事
長
）
、
山
本
杉
氏
（
全
日
仏
婦
理
事
長
）

が
選
出
さ
れ
、
議
長
団
席
に
着
い
て
議
事
を
開

始
し
た
。

　
ま
ず
大
会
幹
事
が
紹
介
さ
れ
、
幹
事
を
代
表

し
て
神
野
真
一
幹
事
長
が
挨
拶
。
つ
づ
い
て
勝

部
組
織
局
長
か
ら
、
議
事
運
営
規
則
、
部
会
編

成
等
の
説
明
が
行
な
わ
れ
、
日
野
事
務
総
長
か

ら
全
仏
事
務
報
告
が
あ
っ
て
、
総
会
を
終
え
た
。
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三
部
会
に
わ
か
れ
討
議

　
午
後
一
時
か
ら
の
部
会
は
、
こ
の
地
下
大
講

堂
の
ほ
か
、
二
階
大
広
間
、
中
書
院
の
三
会
場

に
分
か
れ
て
、
問
題
提
起
者
の
発
情
と
、
上
程

さ
れ
た
意
見
発
題
を
基
に
熱
の
こ
も
っ
た
討
議

が
な
さ
れ
た
。

　
第
一
部
会
－
仏
教
に
お
け
る
生
命
観

　
第
二
部
会
－
現
代
の
社
会
問
題
と
教
化
対

策　
第
三
部
会
－
仏
教
運
動
の
実
践
と
組
織
強

化　
　
　
総
会

　
各
部
会
終
了
後
、
三
時
か
ら
地
下
大
講
堂
に

お
い
て
午
後
の
総
会
が
始
ま
っ
た
。
山
田
文
化

部
長
の
司
会
で
、
強
大
会
心
幹
事
長
が
開
会
の

仏
教
の
生
命
観
を
テ
ー
マ
に
第
一
部
会

辞
、
貝
山
議
長
挨
拶
に
続
い
て
議
事
に
入
る
。

ま
ず
各
部
会
の
報
告
が
、
摩
尼
清
之
（
第
一
部

会
）
、
河
野
鼻
骨
（
第
二
部
会
）
、
柳
了
堅
（
第
三

部
会
）
の
各
部
長
よ
り
な
さ
れ
た
後
、
宣
言
決

議
文
が
、
塩
入
亮
達
宣
言
決
議
文
起
草
委
貝
長

か
ら
発
表
さ
れ
た
。
そ
し
て
議
長
団
退
席
、
真

漢
大
会
副
幹
事
長
の
閉
会
の
辞
で
、
総
会
は
終

了
し
た
。

次
回
開
催
地
は
札
幌

　
　
　
閉
会
式

　
ひ
き
つ
づ
い
て
、
鎌
田
国
際
部
長
の
司
会
で

閉
会
式
に
移
り
、
鱒
冠
大
会
長
と
野
沢
隆
幸
名

誉
大
会
幹
事
長
が
挨
拶
、
次
期
大
会
の
開
催
地

発
表
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
第
二
十
九

回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
は
、
来
年
六
月
二
十
四

日
に
北
海
道
の
札
幌
市
で
開
催
さ
れ
る
。
開
催

　
　
社
会
問
題
と
教
化
対
策
の
第
二
部
会

地
を
代
表
し
て
、
北
海
道
仏
教
連
盟
の
松
井
義

海
会
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
小
峰
並
置
東
仏
会

長
の
万
歳
三
唱
、
豊
田
総
務
局
長
閉
会
の
辞
で
、

す
べ
て
の
日
程
を
終
了
し
た
。

　
第
一
部
会
は
、
摩
尼
清
之
部
会
長
、
西
村
輝

成
副
部
会
長
に
よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
、
ま
ず
問

題
提
起
者
の
真
漢
義
貫
氏
が
「
仏
教
に
お
け
る

生
命
観
」
を
テ
ー
マ
に
「
自
然
科
学
で
い
う
生

命
と
は
、
物
質
反
応
の
挙
動
と
し
て
の
生
命
で

あ
り
、
精
神
活
動
も
単
に
物
理
科
学
的
作
用
と

し
か
み
な
い
。
そ
れ
に
対
し
仏
教
の
生
命
観
に

は
、
山
川
草
木
悉
有
仏
性
と
か
色
心
不
二
と
い

わ
れ
る
と
こ
ろ
に
、
独
特
な
立
場
が
あ
る
。
こ

う
し
た
考
え
を
深
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代

実
践
と
組
織
強
化
の
第
三
部
会

の
生
命
軽
視
の
風
潮
に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き

で
は
な
い
か
」
の
述
べ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
発
題
に
対
し
て
、
真
言
宗
豊
山

派
の
北
条
賢
三
師
か
ら
「
生
き
と
し
生
け
る
も

の
を
殺
傷
す
る
ま
い
、
と
い
う
不
殺
生
戒
の
精

神
を
実
践
す
べ
き
だ
」
と
い
う
意
見
が
出
さ
れ
、

ま
た
、
臨
済
宗
妙
心
寺
派
の
山
本
盛
徳
師
か
ら

は
、
「
科
学
者
の
単
に
物
と
み
な
す
よ
う
な
生
命

観
に
迎
合
す
べ
き
で
は
な
い
。
生
命
と
は
個
々

人
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
仏
の
生
命
で
あ
り

永
遠
の
生
命
で
あ
る
」
な
ど
の
考
え
が
述
べ
ら

れ
た
。

　
そ
の
他
、
近
代
仏
研
の
壬
生
照
順
師
か
ら
、

「
仏
教
精
神
に
基
く
軍
備
撤
廃
核
兵
器
廃
絶
を

実
現
さ
せ
よ
う
」
と
い
う
意
見
発
題
、
さ
ら
に

堕
胎
に
対
す
る
討
議
な
ど
、
生
命
軽
視
の
現
代

に
こ
そ
、
仏
教
の
生
命
観
を
強
く
訴
え
て
い
く

べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
大
勢
を
し
め
た
。

　
（
助
言
者
）
西
義
雄
、
佐
伯
真
光
、
山
本
杉

　
河
野
亮
永
部
会
長
、
井
上
日
宏
副
部
会
長
に

よ
っ
て
す
す
め
ら
れ
た
第
二
部
会
は
、
ま
ず
若

林
隆
光
師
が
、
「
現
代
の
社
会
問
題
と
教
化
対
策
」

と
題
し
て
問
題
を
提
起
。
「
家
庭
教
育
、
老
人
、

同
和
な
ど
今
日
の
社
会
問
題
に
対
し
て
、
仏
教

界
か
ら
は
、
解
決
の
た
め
の
問
い
か
け
が
充
分

に
な
さ
れ
て
い
な
い
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
リ

ー
ド
で
き
る
よ
う
、
教
化
策
に
つ
い
て
、
本
腰

を
入
れ
て
取
組
む
べ
き
だ
…
…
」

　
こ
れ
に
対
し
、
群
馬
県
仏
会
長
の
竹
市
文
成

師
か
ら
「
仏
教
を
指
針
と
し
た
家
庭
教
育
の
実

一3一
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践
に
つ
い
て
し
と
い
う
意
見
発
墨
が
出
さ
れ
、

群
馬
県
仏
の
教
化
の
一
方
策
と
し
て
行
っ
て
い

る
家
庭
教
育
の
実
状
が
報
告
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
、
浄
土
宗
の
加
藤
秀
善
師
が
「
全
教

団
が
同
和
問
題
解
決
の
た
め
に
」
い
う
テ
ー
マ

で
意
見
発
題
。
特
に
浄
土
宗
の
同
和
に
対
す
る

取
り
く
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
さ
ら
に
、

　
第
三
部
会
は
、
柳
了
堅
部
会
長
、
島
田
貴
久

子
副
部
会
長
の
も
と
「
仏
教
運
動
の
実
践
と
組

織
強
化
」
を
テ
ー
マ
に
進
行
。
ま
ず
問
題
提
起

者
の
武
藤
義
一
氏
が
「
科
学
者
の
立
場
か
ら
、

仏
教
運
動
の
実
践
を
ど
う
す
す
め
る
か
考
え
て

い
く
と
、
具
体
的
に
は
、
現
代
人
に
マ
ッ
チ
し

た
現
代
仏
教
聖
典
の
出
現
こ
そ
が
、
今
後
の
組

織
強
化
の
中
心
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
も
、
従

今
年
六
月
に
結
成
さ
れ
た
「
同
和
問
題
に
と
り

く
む
宗
教
教
団
連
帯
会
議
（
同
宗
連
）
」
の
現
状

報
告
が
行
な
わ
れ
た
。
同
和
問
題
に
つ
い
て
は

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
三
宮
義
信
師
か
ら
も
、

同
宗
上
上
加
盟
教
団
が
加
盟
す
る
よ
う
訴
え
ら

れ
た
。

　
（
助
言
者
）
　
橘
了
法
、
塩
入
亮
達

来
の
よ
う
な
文
字
だ
け
を
用
い
た
も
の
で
は
な

く
、
最
新
の
情
報
科
学
を
駆
使
し
た
も
の
で
あ

る
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

　
次
に
、
全
日
仏
青
副
理
事
長
・
玉
川
覚
画
師

か
ら
「
仏
教
徒
に
よ
る
救
援
奉
仕
機
関
を
設
立

し
、
そ
の
た
め
の
基
金
を
設
置
し
よ
う
」
と
い

う
意
見
発
題
が
行
な
わ
れ
、
全
日
仏
青
が
行
な

っ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
救
援
活
動
に
つ
い
て
、

詳
細
な
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
（
助
言
者
）
中
村
瑞
隆
、
岩
崎
宗
秀
、
正
本

乗
光

収入の部
科　　　　　　目 予　　算　　額 決　　算　　額 摘　　　　　要
国内仏教徒会議費

蜑?Q加費
G　　収　　入

2，600，000

@800，000

@500，000

2，100，000

@658，000
P，040，000

全仏よりの拠出金

Q加者会費
鼡V及広告料

合　　　　計 3，900，000 3，798，000

支出の部
科 額 決　　　　　　額

会場設備費
ﾓ　　礼　　費

�?ﾊ信費
L　念　品　代
?@　議　　費
Q加者昼食代
E　員　旅　費
¥　　備

　900，000

P，000，000

@700，000

@300，000

@300，000

@300，000

@150，000

@250000

848，000

U96，000

W06，120

R50，000

R49，720

Q44，800

S99，610

川崎大師会場設営その他

u師、大会幹事手当他ポスタープログラム

ﾕ羅鉱塑慧撰墾会宿泊、交通費手当

合　　　　　計 3，900，000 3，794，250 差引残額3，750

…
第
2
8
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
収
支
報
告
…

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
七
日
、
秋
空
の

も
と
、
川
崎
大
師
平
間
寺
に
お
い
て
開
催
せ

ら
れ
た
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に

参
集
し
た
わ
れ
ら
仏
教
徒
代
表
は
、
「
生
命
の

尊
厳
と
仏
教
」
を
大
会
テ
ー
マ
に
か
か
げ
、

真
剣
な
る
討
議
の
す
え
、
混
迷
せ
る
現
下
の

世
相
に
あ
っ
て
、
仏
教
徒
の
と
る
べ
き
立
場

を
次
の
ご
と
く
確
認
し
た
。

　
一
、
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
生
命
の
尊
厳
を

高
く
か
か
げ
る
仏
教
思
想
こ
そ
、
世
界
平
和
確

立
の
基
礎
た
る
べ
き
こ
と
を
確
信
し
、
そ
の
普

及
宣
揚
に
全
力
を
つ
く
す
。

　
二
、
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
万
人
の
平
等
と
一

切
の
差
別
撤
廃
を
説
く
仏
教
理
念
こ
そ
、
来
る

べ
き
世
界
の
指
導
原
理
な
る
こ
と
を
確
信
し
、

差
別
な
き
理
想
社
会
の
建
設
に
適
進
ず
る
。

　
三
、
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
「
国
際
障
害
者
年
」

に
あ
た
り
、
大
乗
仏
教
菩
薩
道
の
精
神
に
よ
り
、

全
世
界
の
す
べ
て
の
苦
し
み
悩
む
人
び
と
の

救
済
活
動
に
全
力
を
結
集
す
る
。

　
四
、
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
仏
祖
報
恩
の
為

に
釈
尊
生
誕
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
聖
な
る
園
の
復

興
に
協
力
す
る
。

　
五
、
わ
れ
ら
仏
教
徒
は
、
互
い
に
協
力
し

て
組
織
の
強
化
を
は
か
り
、
国
内
、
国
外
た

る
と
を
問
わ
ず
、
ひ
ろ
く
仏
教
徒
の
大
同
団

結
を
推
進
す
る
。

　
右
、
宣
言
決
議
す
る
。

　
昭
和
五
十
六
年
十
月
二
十
七
日

　
　
　
　
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　　　上信堂上川金太郎商店
●墓地用線香製造販売

●各種墓地用品販売本　店藷群1蔚響高㌦1
●各種薫香販売東北出張所山形市山寺（堀川商店内）
　　　　　　　　　　　　　　TEL　 （0236）95－2742
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組
織
強
化
な
ど
四
議
題
を
討
議

　　

¥
九
都
道
府
県
か
ら
参
集

　
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
前
日
の
十

月
二
十
六
日
、
午
後
四
時
か
ら
川
崎
市
の
日
航

ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
都
道
府
県
仏
代
表
者
会
議

が
開
か
れ
た
。

　
会
議
に
は
、
十
九
都
道
府
県
仏
の
代
表
者
が

出
席
、
日
野
事
務
総
長
開
会
の
辞
、
鱒
渕
理
事

長
の
三
帰
逸
文
唱
和
、
挨
拶
に
続
い
て
、
司
会

の
田
代
組
織
部
長
か
ら
、
出
席
者
一
人
ひ
と
り

が
紹
介
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
座
長
に
神
奈
川
県

仏
教
会
の
貝
山
宣
泰
師
を
選
ん
で
議
事
に
入
っ

た
。　
議
題
①
「
組
織
強
化
に
つ
い
て
」

　
○
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
件

　
○
未
組
織
県
仏
の
組
織
化

　
議
題
②
「
同
和
問
題
」

　
議
題
③
「
都
道
府
県
仏
負
担
金
新
算
定
方
式

　
　
　
　
導
入
に
つ
い
て
」

　
議
題
④
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
圏
復
興
の
協
力
に
つ

　
　
　
　
い
て
」

　
な
お
、
引
き
続
い
て
行
わ
れ
た
懇
親
会
で
、

「
皇
都
道
府
県
仏
年
次
計
画
の
報
告
」
が
な
さ

れ
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

神
奈
川
・
貝
山
宣
泰
、
本
間
孝
康
、
京
都
．
小

林
忍
戒
、
宮
城
泰
年
、
鵜
飼
泉
道
、
和
歌
山
．

前
田
孝
道
、
山
形
・
板
垣
隆
寛
、
阿
部
光
伸
、

山
梨
・
小
笠
原
博
旺
、
蒔
田
孝
順
、
滋
賀
・
木

辺
宣
慈
、
群
馬
・
竹
市
文
成
、
徳
島
・
庄
野
真

澄
、
秩
父
真
応
、
鳥
取
・
小
林
秀
雄
、
香
川
・

石
井
宥
龍
、
長
尾
徳
水
、
綾
沢
光
郎
、
岐
阜
．

橘
感
月
、
若
染
一
雄
、
東
京
・
岩
崎
宗
秀
、
畑

直
孝
、
茨
城
・
大
越
孝
仁
、
愛
媛
・
千
顎
英
、

埼
玉
・
江
連
俊
則
、
河
野
亮
永
、
北
海
道
・
松

井
義
海
、
愛
知
・
木
村
正
範
、
宇
佐
美
諦
練
、

静
岡
・
杉
浦
秀
光
、
福
岡
・
村
上
賢
亮

熱
心
に
討
議
を
重
ね
る
代
表
者
会
議

全
脳
の
常
務
理
事
会
開
か
れ
る

　　

@　

@　

@
京
都
・

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
が
、
十
一
月

四
日
午
後
三
時
か
ら
、
京
都
の
浄
土
宗
総
本
山

知
恩
院
・
和
順
会
館
で
開
か
れ
た
。

　
日
野
事
務
総
長
開
会
の
辞
、
国
璽
理
事
長
挨

拶
の
あ
と
、
議
長
に
鱒
渕
理
事
長
、
議
事
録
署

名
委
員
に
小
沢
気
圏
師
と
鳥
居
慎
重
師
を
選
ん

で
議
事
に
入
っ
た
。

　
◎
議
案
第
一
号
「
昭
和
五
十
七
年
度
歳
入
歳

出
予
算
案
の
編
成
方
針
に
つ
い
て
承
認
を
求
め

る
件
」

　
事
務
次
長
、
担
当
部
長
よ
り
説
明
、
事
務
総

局
の
編
成
方
針
を
承
認
。

　
◎
議
案
第
二
号
「
次
期
会
長
、
副
会
長
推
戴

の
た
め
の
く
会
長
・
副
会
長
推
戴
委
員
会
V
の

人
選
の
方
針
並
び
に
次
期
役
員
改
選
方
針
に
つ

和
順
会
館
で
宗
務
総
長
会
も

い
て
承
認
を
求
め
る
件
L

　
担
当
部
長
よ
り
説
明
。
推
戴
委
貝
は
負
担
金

拠
出
上
位
十
宗
派
よ
り
一
名
つ
つ
、
県
仏
よ
り

四
名
、
各
種
団
体
よ
り
一
名
の
十
五
名
と
し
、

加
盟
団
体
の
代
表
者
並
び
こ
れ
に
準
ず
る
人
を

委
員
と
し
て
、
事
務
局
か
ら
の
指
名
に
よ
り
委

嘱
す
る
こ
と
を
承
認
。
役
貝
改
選
方
針
は
原
案

通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
三
号
「
靖
国
神
社
正
式
参
拝
の
自

民
党
々
議
決
定
の
対
応
策
に
つ
い
て
承
認
を
求

め
る
件
」

　
担
当
部
長
よ
り
説
明
。
声
明
書
の
字
句
を
一

部
修
正
の
上
、
承
認
。

　
◎
報
告
事
項
①
「
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
加
盟

に
つ
い
て
」

　
承
認
。

　
◎
報
告
事
項
②
「
総
理
府
よ
り
依
頼
の
〈
戦

没
者
追
悼
の
日
〉
制
定
に
関
す
る
意
見
聴
取
に

つ
い
て
」

　
意
見
聴
取
に
応
ず
る
こ
と
を
承
認
。

　
◎
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
貝
会

の
経
過
報
告
並
び
に
今
後
の
方
針
に
つ
い
て
」

　
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
な
お
、
常
務
理
事
会
に
先
立
ち
、
午
後
一
時

か
ら
は
宗
務
総
長
会
が
開
催
さ
れ
た
。
日
野
事

務
総
長
開
会
の
辞
、
鱒
渕
理
事
長
挨
拶
の
後
、

座
長
に
武
田
湖
周
師
を
選
出
。

　
審
議
事
項
①
「
次
期
会
長
、
副
会
長
の
推
戴

及
び
役
員
改
選
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
審
議
事
項
②
「
靖
国
神
社
正
式
参
拝
の
自
民

党
々
議
決
定
に
つ
い
て
の
対
応
策
に
つ
い
て
意

見
を
求
め
る
件
」

　
報
告
事
項
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
推
進
計
画
に

つ
い
て
」

●
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新
券
発
行
　
大
蔵
省
へ
全
仏
か
ら
声
明
書

　
去
る
十
月
三
日
開
催
さ
れ
た
理
事
会
に
お
い

て
、
「
新
券
発
行
に
つ
い
て
、
聖
徳
太
子
の
肖

像
が
な
く
な
る
こ
と
に
反
対
す
る
」
と
い
う
声

明
書
を
、
大
蔵
大
臣
あ
て
に
出
す
こ
と
が
決
議

さ
れ
た
が
、
そ
れ
に
基
い
て
十
一
月
十
六
日
、

鱒
渕
理
事
長
、
日
野
事
務
総
長
、
豊
田
総
務
局

長
、
磯
山
時
局
対
策
部
長
、
西
尾
時
局
対
策
主

事
の
五
人
が
大
蔵
省
を
た
ず
ね
、
左
記
の
よ
う

な
声
明
書
を
提
出
し
た
。
な
お
、
大
蔵
省
側
か

ら
は
理
財
局
の
福
井
博
夫
国
庫
課
長
と
小
高
明

夫
課
長
補
佐
が
出
て
こ
れ
を
受
け
取
っ
た
。

　
　
（
声
明
書
〉

　
新
券
発
行
に
つ
い
て
、
「
聖
徳
太
子
」
の
肖
像

が
な
く
な
る
こ
と
に
反
対
す
る
。

　
　
（
理
　
由
）

　
昭
和
五
十
九
年
発
行
の
新
券
よ
り
、
「
聖
徳

太
子
」
の
肖
像
が
な
く
な
る
こ
と
が
決
定
さ
れ

た
と
の
報
に
接
し
、
本
会
は
以
下
の
理
由
で
、

こ
の
施
策
に
反
対
の
意
志
を
表
明
す
る
も
の
で

あ
る
。

　
一
、
長
い
間
、
日
本
人
が
親
し
ん
で
き
た

「
聖
徳
太
子
」
の
肖
像
が
印
刷
さ
れ
た
紙
幣
を
、

こ
の
時
点
で
な
く
す
理
由
は
、
全
く
理
解
で
き

な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
二
、
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
「
聖
徳
太
子
」

ほ
ど
古
来
よ
り
仏
教
徒
の
み
で
な
く
、
広
く
日

本
全
土
に
尊
敬
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
た
人
は
見

当
ら
ず
、
太
子
の
残
さ
れ
た
精
神
は
脈
脈
と
し

て
現
在
に
ま
で
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
肖
像
が
な
く
な
る
こ
と
は
、
日
本
人
の
良
心

を
失
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

　
三
、
仏
教
と
聖
徳
太
子
の
関
係
は
深
く
、
太

子
ゆ
か
り
の
寺
院
も
加
盟
団
体
の
中
に
数
多
く

存
在
し
、
こ
の
た
び
の
施
策
に
つ
い
て
は
驚
き

と
悲
し
み
で
受
け
と
め
て
お
り
、
反
対
の
声
を

高
く
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会

　
　
　
　
　
理
事
長
鱒
　
渕
正
　
浩

税
制
改
正
で
自
民
党
へ
要
望
書

　
ま
た
、
宗
教
法
人
の
税
制
に
関
す
る
議
論
が

一
部
の
マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
賑
わ
し
て
い
る
折
、

全
仏
税
務
委
員
会
で
は
、
去
る
九
月
二
十
八
日
、

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
理
事
長
・
鱒
渕
正
浩
、

税
務
委
員
会
委
員
長
・
鈴
木
霊
孝
心
で
、
左
記

の
よ
う
な
要
望
書
を
、
自
由
民
主
党
政
務
調
査

会
・
税
制
調
査
会
あ
て
に
提
出
し
た
。

　
〈
宗
教
法
人
の
税
制
に
関
す
る
要
望
書
〉

　
昭
和
五
十
七
年
度
税
制
改
正
の
審
議
に
あ
た

り
、
本
会
は
左
記
の
点
を
要
望
致
し
ま
す
。
格

段
の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
記

　
一
、
宗
教
法
人
の
税
制
に
関
し
て
、
最
近
、

他
の
法
人
と
の
比
較
に
お
い
て
非
課
税
措
置
が

多
す
ぎ
る
と
の
批
判
が
耳
に
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
な
が
ら
宗
教
法
人
本
来
の
目
的
達
成
の
た
め

の
事
業
か
ら
得
た
収
入
は
非
課
税
と
い
う
原
則

は
、
単
に
税
制
面
の
み
の
視
点
か
ら
検
討
さ
れ

る
べ
き
も
の
で
な
く
憲
法
に
明
示
さ
れ
る
「
信

教
の
自
由
」
・
「
政
教
分
離
の
原
則
」
と
の
関

連
に
お
い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り

ま
す
。

　
世
間
が
批
判
す
る
と
こ
ろ
の
も
の
は
我
々
仏

教
者
と
し
て
謙
虚
に
耳
を
か
た
む
け
そ
の
改
善

に
努
力
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
今
後
の
宗

教
法
人
の
税
制
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
憲
法
の

精
神
に
の
っ
と
り
慎
重
な
る
ご
判
断
を
お
願
い

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
二
、
宗
教
法
人
の
行
う
収
益
事
業
は
、
今
更

申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、
本
来
の
宗
教
活
動

を
十
分
に
行
う
た
め
必
要
不
可
欠
の
部
分
が
大

き
な
要
素
を
占
め
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
公
益

法
人
等
の
行
う
収
益
事
業
の
種
類
並
び
に
そ
の

範
囲
の
見
直
し
が
関
係
当
局
に
よ
り
進
め
ら
れ

て
い
る
と
も
聞
き
及
び
ま
す
が
、
そ
の
判
定
に

あ
た
っ
て
は
本
来
の
宗
教
活
動
の
基
盤
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
な
る
ご
配
慮

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
、

　
（
イ
）
御
守
り
、
御
礼
（
卒
塔
婆
を
含
む
）
、

お
み
く
じ
な
ど
、
そ
れ
自
体
が
崇
敬
の
対
象
と

な
る
様
な
も
の
の
頒
布
に
つ
い
て
は
現
在
、
法

人
税
法
基
本
通
達
十
五
－
ニ
ー
一
に
よ
り
物
品

販
売
業
に
該
当
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
れ
を
法
人
税
法
施
行
令
第
五
条
一
項
一

号
中
に
、
物
品
販
売
業
に
該
当
し
な
い
旨
特
掲

下
さ
る
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
。

欄凶一し嶋…し幅嶋・・幅晦’曳◎｛・しゅ緊’燭傷・噂’「レ鴫．穐南・一噸・・噛

寺院用具
浅草通り五鳳会加盟店

」帳言＼会’耳土， 洪匡1商店
東京都台東区寿2－lO－9（地下鉄田原町駅前）

電　話　代表（841）4965
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（
ロ
）
公
益
法
人
等
の
行
う
不
動
産
貸
付
業

の
種
類
並
び
に
範
囲
に
つ
い
て
は
、
法
人
税
法

施
行
令
第
五
条
一
項
五
号
に
定
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
が
、
本
号
に
特
掲
さ
れ
て
い
る
収
益
事
業

に
該
当
し
な
い
範
囲
を
、
こ
れ
以
上
縮
心
す
る

こ
と
の
な
い
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
上

税
務
委
員
会
開
く

専
門
家
を
招
い
て

　
第
三
回
及
び
第
四
回
の
税
務
上
電
磁
は
、
宗

教
法
人
に
関
す
る
税
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
専

門
家
を
招
い
て
、
説
明
を
受
け
た
。

　
ま
ず
、
十
月
二
十
八
日
午
後
一
時
頃
ら
明
照

会
館
会
議
室
で
開
か
れ
た
、
第
三
回
委
員
会
で

は
、
大
蔵
省
主
税
局
税
制
一
千
主
税
調
査
官
の

一6一
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原
一
郎
氏
が
「
宗
教
法
人
税
制
の
基
本
的
考
え

方
と
そ
の
大
綱
」
と
題
し
て
講
演
、
そ
の
後
、

原
講
師
と
自
民
党
政
務
調
査
会
専
門
調
査
員
の

村
口
勝
哉
氏
を
囲
ん
で
懇
談
し
た
。

　
さ
ら
に
十
一
月
九
日
（
月
）
の
第
四
回
委
員

会
で
は
、
同
じ
く
午
後
一
時
か
ら
明
照
会
館
会

議
室
で
、
自
治
省
税
務
局
固
定
資
産
税
課
課
長

補
佐
の
提
新
二
郎
氏
が
「
公
益
法
人
（
宗
教
法

人
）
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
諸
問
題
に
つ
い

て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
、
そ
の
後
懇

談
し
た
。

　
（
な
お
、
講
演
の
要
旨
は
、
次
号
の
全
仏
門

で
紹
介
す
る
予
定
で
す
）

第
四
回
同
和
委
員
会

研
修
会
開
催
き
ま
る

　
第
四
回
同
和
委
員
会
は
、
十
一
月
五
日
午
後

一
時
か
ら
、
京
都
の
真
宗
大
谷
派
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。

　
一
、
同
和
委
貝
会
規
定
に
つ
い
て

　
委
貝
会
の
目
的
、
構
成
、
委
員
の
任
期
、
任

務
等
を
定
め
た
、
同
和
委
員
会
規
定
（
案
）
を

来
年
の
理
事
会
へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
二
、
同
和
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て

　
十
二
月
十
一
日
（
金
）
に
、
当
委
員
会
が
中

同
和
委
員
会
委
員
長

　
今
次
の
仏
教
徒
会
議
の
堅
頭
、
大
会
長
で

あ
る
全
日
仏
会
長
が
、
仏
教
は
イ
ン
ド
に
滅

び
、
中
国
に
お
い
て
も
共
産
党
下
に
消
え
去

り
、
ひ
と
り
わ
が
日
本
に
お
い
て
盛
ん
で
あ

る
由
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
こ
れ
は
全
く
世
俗
の

感
覚
か
ら
一
歩
も
出
な
い
、
文
字
通
り
の
世

辞
。
こ
の
国
の
い
た
る
所
に
堂
塔
あ
っ
て
、

観
光
ツ
ア
：
バ
ス
が
走
っ
て
い
る
か
ら
仏
法

繁
昌
と
い
う
な
ら
、
そ
れ
は
余
り
に
も
皮
相

で
な
い
か
。

　
全
日
仏
の
運
営
機
構
に
同
和
委
画
会
が
設

け
ら
れ
た
以
上
、
同
和
感
覚
こ
そ
仏
法
感
覚

と
う
け
と
る
こ
と
を
日
本
の
宗
教
者
、
宗
教

橘

鰯了
　
法

⑧

教
団
の
名
で
表
明
し
た
立
場
か
ら
、
こ
の
こ

と
は
厳
し
く
内
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
か
ね
ば

な
ら
ぬ
。

　
仏
法
盛
ん
な
り
と
い
う
そ
の
実
態
の
歴
史

は
何
で
あ
っ
た
か
。
差
別
の
う
え
に
あ
ぐ
ら

し
て
い
た
、
こ
の
国
の
仏
法
で
あ
っ
た
こ
と

に
、
深
々
と
頭
を
垂
れ
て
仏
祖
と
大
衆
の
前

に
陳
謝
し
た
ご
当
人
で
あ
っ
た
筈
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
の
今
次
の
仏
教
徒

会
議
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
筈
、
基
調
講
演
は

何
で
あ
っ
た
か
。
い
の
ち
の
尊
厳
と
は
た
だ

に
生
理
的
生
命
の
謂
で
は
な
く
、
人
権
の
尊

厳
で
あ
っ
た
。

心
と
な
っ
て
、
「
同
和
研
修
会
」
を
開
催
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

　
三
、
そ
の
他

　
先
般
、
事
務
局
よ
り
出
さ
れ
て
い
た
同
和
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
、
不
明
瞭
な
回
答
を
寄

せ
て
い
た
真
言
三
宝
宗
へ
、
委
員
長
・
事
務
局

が
事
情
聴
取
に
行
っ
た
報
告
が
、
委
員
長
か
ら

な
さ
れ
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

久
保
井
恭
彦
、
喜
多
露
霜
、
堀
井
隆
俊
、
馬
場

修
任
、
蓮
池
瑞
旭
、
山
北
光
彦
、
北
村
章
道
、

善
村
一
観
、
市
原
雄
忍
、
朽
木
明
暁
、
近
藤
玄

鶴
、
鈴
木
道
雄
、
藪
光
龍
、
橘
了
法

　
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
、
国
際
的
キ
ャ
ン
ペ
ン

と
し
て
仏
教
徒
と
し
て
意
義
の
あ
る
こ
と
に

異
論
は
な
い
。
但
し
イ
ン
ド
に
滅
び
た
と
い

う
仏
教
が
、
い
ま
だ
に
あ
る
イ
ン
ズ
ー
差
別

に
抗
し
て
、
い
ま
や
膨
溝
と
し
て
仏
法
の
名

で
起
ち
あ
が
ら
ん
と
し
て
い
る
大
衆
と
の
連

帯
ぬ
き
に
し
て
何
の
復
興
な
の
か
。
昨
年
、

ガ
ル
ー
ド
氏
を
迎
え
た
こ
と
は
何
で
あ
っ

た
か
。

　
大
会
準
備
当
局
も
大
会
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、

ひ
と
り
老
人
の
感
懐
に
委
ね
る
こ
と
な
く
事

前
に
キ
チ
ン
と
整
備
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

か
っ
た
の
に
、
あ
い
も
か
わ
ら
ず
株
式
会
社

総
会
よ
ろ
し
く
シ
ャ
ン
シ
ャ
ン
主
義
に
終
始

し
た
年
次
大
会
で
あ
っ
た
こ
と
、
つ
な
が
る

一
員
と
し
て
反
省
す
る

　
こ
の
世
の
本
寺
本
山
の
い
み
じ
き
僧
と
も

う
す
も
法
師
と
も
う
す
も
う
き
こ
と
な
り

　
と
み
る
こ
と
か
ら
仏
法
は
始
ま
る
。

」宗教界には最もゆかりの深い菩提樹と蓮の花を育ててみませんか〃

…・・ ?��i印度ブッタガや産直輸入品）　苗代￥10，000（野付）

・・…@（チャワンバス通称姫蓮）　苗代￥7，000（鉢付）
記の品二点を同時予約註文の場合特別価格￥15，000　　　溺

成道ゆかりの樹・

極楽浄土の華・

．（簿　　上

お申込、お問合せは下記のいずれかの所へ御一報下さい！

　東京池袋西武不動産㈱園芸営業所魯〈03＞989－2755
　　　　〒171東京都豊島区南池袋1の16の15（西武鉄道ビル内）

㌧名古屋㈲梅金商店
　　　　　　　　　　　　　　響駐〈052＞241－0901（代）
　　　　　㈲かたばみ商事
　　　　　〒460名古屋市中区大通三丁目39番33号
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ル
ン
ビ
ニ

ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察
団
の
一
行

視
察
団
…
…

十
四
名
元
気
に
帰
国

　
ル
ン
ビ
ニ
：
復
興
の
た
め
、
現
地
が
ど
ん
な

状
態
に
な
っ
て
い
る
か
、
実
際
に
行
っ
て
確
め

る
た
め
の
、
全
日
本
仏
教
会
・
ル
ン
ビ
ニ
ー
視

察
団
の
一
行
十
四
名
は
、
去
る
十
一
月
十
日
、

成
田
国
際
空
港
を
出
発
、
七
日
間
の
視
察
を
終

え
て
、
十
六
日
夜
全
員
元
気
に
帰
国
し
た
。
詳

し
い
視
察
内
容
は
、
二
十
四
日
開
か
れ
た
ル
ン

ビ
ニ
：
復
興
日
本
仏
教
徒
磯
貝
会
で
報
告
さ
れ

た
が
、
要
旨
は
次
号
の
全
胸
騒
に
も
掲
載
さ
れ

る
予
定
。

　
　
　
　
参
加
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

　
団
長
・
小
野
島
元
雄
（
全
仏
事
務
次
長
）
、

副
団
長
・
貝
山
宣
泰
（
神
奈
川
踏
襲
会
長
）
、

本
場
大
龍
（
臨
済
宗
建
長
寺
派
宗
務
総
長
）
、

顧
問
・
武
田
全
党
（
真
宗
大
谷
派
・
真
行
寺
住

職
）
、
団
員
・
高
橋
哲
英
（
曹
洞
宗
・
保
福
寺

住
職
）
、
岩
田
利
文
（
臨
済
宗
妙
心
寺
派
・
永

福
寺
住
職
）
、
柳
下
得
二
（
天
台
宗
・
地
福
寺

檀
徒
総
代
）
、
本
場
敬
三
（
臨
済
宗
建
長
寺
派

法
輪
寺
住
職
）
、
高
桑
正
温
（
日
蓮
宗
企
画
調

整
課
長
）
、
安
本
利
正
（
全
仏
・
国
際
文
化
局

長
）
、
田
代
弘
興
（
同
・
組
織
部
長
）
、
鎌
田

良
昭
（
同
・
国
際
部
長
）
、
小
峰
烏
丸
（
同
・

国
際
部
主
事
）
、
小
野
島
良
子

縛
す
る
と
い
う
意
味
で
の
九
十
二
結
に
、
十

三
を
加
え
て
百
八
と
す
る
説
。
六
根
と
六
塵

と
が
対
す
る
時
、
好
・
悪
・
平
の
三
つ
が
あ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
染
・
浄
の
二
つ
あ
っ
て
三

十
六
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に
過
去
・
現
在
・
未

来
が
あ
る
の
で
百
八
と
す
る
説
。
さ
ら
に
六

根
に
苦
・
楽
・
捨
の
三
受
が
あ
っ
て
十
八
、

ま
た
好
・
悪
・
平
の
三
種
が
あ
っ
て
合
わ
せ

て
三
十
六
と
な
り
、
こ
れ
が
過
去
・
現
在
・

未
来
に
分
か
れ
百
八
と
な
る
説
、
等
で
あ
る
。

曜日4月

お気軽にどうぞ

担日曝

＝
表
紙
の
写
真
一

　　

@　

@　

恂
驍
ﾌ
鐘

　
　
　
（
大
本
山
・
総
持
寺
）

　
十
二
月
三
十
一
日
か
ら
、
元
旦
に
か
け
て

各
寺
院
で
つ
か
れ
る
除
夜
の
鐘
。
百
八
つ
と

い
う
数
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
が
、
そ
の
意

味
に
つ
い
て
は
経
典
に
よ
っ
て
諸
説
あ
る
。

　
煩
悩
の
異
名
で
衆
生
を
迷
い
の
境
界
に
結

鰭
M
知
平
皿
礒

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
十
一
月
か
ら
、
各
寺

院
が
抱
え
る
法
律
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、
気
軽

に
相
談
で
き
る
よ
う
、
法
律
無
料
相
談
室
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は

秘
密
を
厳
守
致
し
ま
す
の
で
、
御
遠
慮
な
く
御

相
談
下
さ
い
。
御
寺
院
だ
け
で
な
く
、
檀
信
徒

の
方
の
御
相
談
も
お
受
け
致
し
て
い
ま
す
。

相
談
方
法

　　■　●　・　■　・　　・　　層　　．o　o　5　■

法
律
無
料
相
談
室

当
　
全
仏
顧
問
弁
護
士

　
　
　
　
長
谷
川
正
浩
氏

時
毎
週
第
二
・
第
四
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
一
時
～
四
時

所
　
全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
　
　
　
港
区
芝
公
園
四
i
七
－
四

　
　
　
　
〇
三
一
四
三
七
－
九
二
七
五

　
　
面
談
・
書
面
・
電
話

　
　
　
　
た
だ
し
、
面
談
の
場
合
は
前

　
　
　
　
も
っ
て
御
連
絡
縫
さ
い
。

事
務
総
局
録
事
（
＋
一
月
）

四
日

十九六五
日日日B

　
十
六
日

　
十
八
日

　
十
九
日

二
＋
一
日

二
＋
四
日

二
＋
五
日

二
十
六
日

二
＋
八
日

　
三
＋
日

常
務
理
事
会

宗
務
総
長
会

同
和
委
員
会

局
内
会
議

税
務
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
視
察
団
出
発

法
律
相
談
室

ル
ン
ビ
ニ
i
視
察
団
帰
国

イ
ン
ド
法
華
ホ
テ
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